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]. はじめに 

『原理センタートピックス』 ( 本誌 ) ては、 1986 

年 ( 日召 和 61 年 )12 月の創刊以来双号まで、 18 カ国・ 

地域における 放射性廃棄物の 処理処分の現状等を 

各国別に紹介 ( 米国のみ 2 回 ) してきた。 

今回はいわばその 総集編として、 これらの各国 

における低レベル 放射性廃棄物の 処分あ るいは貯 

蔵 の現状等について、 い くつかの項目ごとに 上ヒ較 

対照 し 、 横断的にみてみることにした。 

本稿をまとめるに 当たっては、 主として本誌バ 

ックナンバー 及び OECD/NEA の放射性廃棄物管 

理委員会 (RWMC) に提出された 各国のレポート 

を参考にしたが、 このぽか、 必要に応じ、 種々の 

会議等で紹介・ 報告された資料等を 参照し、 最新 

の 状況を反映するように 努めた。 

2. あ らまし 

各国の処分場 スは 貯蔵 場 ( 候補地 ) ごとに、 そ 

の規模、 処分方式、 サイトの現況、 処分対象廃棄 

物、 安全評価等の 概要を一覧表の 形に整理した。 

なお、 使用済み燃料の 再処理工程から 発生する 

高レベル放射性廃棄物の 処分が本稿の 3 才象外であ 

ることは当然であ るが、 たとえば WIPP のような、 

もっぱら TRU 廃棄物の処分を 目的としたものに 

ついては本稿の 対象から省いた。 

項目によって 必ずしも十分な 情報が得られてい 

な い ものもあ るが、 これまで本誌で 取り上げた 前 

記のものにわが 国を加え、 その現状を概観すると   

@ 欠のとおりてあ る。 ( 山本正史 ) 

  

げ主 @  次の表 中 PSAR は Pre Ⅱ minary  Safety  Analys 太 Report, 

FSAR  は Final Safety  Analysis  Report の略。 
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処分場 ( 候補 ) 名 
六ケ所 低レベル廃棄物貯蔵 

センター 

[JNFI] 

3 候補サイト調査中 

[ コげ R Ⅱ韓国 ェメ   ルギー 研 

究所 Ⅱ 

蘭映 貯蔵 前 

( 中間貯蔵 

各発電所サイトで 貯蔵 

チョークリバー 

@CEL け ナダ原子力金 

社 Ⅱ 

バーンウェル 

( 南力 加 ライナ 州 ) 

[Chem-Nuc@ear 社 l 

リッチランド 

( ワシ、 ノ トンが。 l) 

[U.S.l.Eco@oey 社 l 

ヒ 。 @ テ ． A 
げ 、 バタ 州 ) 

[U.S. 正 0logy 社 l 

新規サイト 

州間協定 スは州 毎に処分場 

設置義務 回   l 公社 づ 民間業 

者処分委託 l 

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

処分場規模 処分方法 サイトの現況 
約 340ha 地下コンクリートモノリス 方式 ( 第 l 期 ) 90.12 着工 

第 1 期申請 4 万 m, (91.9 濃縮施設第 1 期工事完   了 、 稼働予定 ) 

最大容量約 60 万 m, 92. は処分開始予定 

2004 ドラム缶 約 l0 万本規模を計画 法 地 岩洞方式を選定 ( 深さ約 30m) 3 候補サイト調査中 

地元の反村有 
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7B 蘭蚊 貯蔵 サイト選定 

82 貯蔵 開始 

｜ 88 床まロ ' 貯蔵 量は 6 万本を超 

  えろ 

  コンクートピットスはタイルホールによる 貯蔵 / 処分目収を 

行わなければ 処分と考えられ 利 各原子力発電所 ) 

軽微汚染廃棄物 l: ついては 素掘 トレンチへの 埋設も行われ 

てい 引 各原子力発電所 ) 

プロトタイプ 施設Ⅰ RUS) IRUS( ぬサ 侵入地中構造物 )   88 PSAR ( 建設中司 
約 20m(W)Xgm(D)xg0m(L@  処分時は仮設屋根、 廃棄物間の空隙は 砂で充填予定   gl FSAR( 操業申請 ) 

長手方向に 3 区画、 を区画廃棄物処 処分完了後はコンクリートキで ッ ピンク」、 工学かギ一設置 予   92 lRUS 及び @T 開始 
分 容量約 2000m, （ 疋 

  
(f 鎖 時には FSAR 補正 ) 

全体で約 6000m, の処分容量 
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約 40ha l 同上 処分開始 65 
廃棄物約 87 万 m, 

  
現在も操業中 

(89 本まずに約 32 万 m, 処分 ) 
一 " " 一 " 

約 ㌍ ha 同上 62 処分開始 
廃棄物約 25 万 m,   現在も操業中 

(89 本までに ぬ 12 万 m, ぬ分 ) 
  

93M 鎖 予定 
州 (S) によって異なる 改良型沃地中処分 ( 表 掘 トレンチは少数派 )     89.11 テキサス州 ( 単独 州 ) 

各種処分施設概俳の 設計検討中 Hueco Bolson サイト十目 名  
 

  

9l 末 カリフォルニア 州 ( 南西川問 

協定 )WardVa Ⅱ eey サイト操業 

開始予定 
トレンチ規模 l20m(L)x20m(W)x  トレンチ方式、 コンクリートモノリス 方式 ( 研究施設からの 廃棄 

l.zm(D)(5600 ドラム / トレン カ ㍻ 
l0000 ドラム規模のモノリス 施設計回中 ( 地下コンクリートピット 及 び タイルホール 等への一時貯蔵 も 

行われて @ 、 @) 

処分対象廃棄物 
原発低レベル 廃棄物 ( 均質固化体 携 l 期 ) 

(@ 来は、 雑 固体廃棄物、 解体廃棄物等も 対象 

となりうろと 考えられる．また、 原発以外の原子力施 

設の低レベル 廃棄物も基準整備等を 条件に村 

象 となりうろと 考えられ初 

国内の世 中 レベル廃棄物 

国内の原発等からの 低レベル廃棄物貯蔵 

素掘 トレンチ 極 低レベル廃棄物 

亡ソト :50R/ 時 以下の廃棄物 

タイルホー 川 50R/ 時 超の廃棄物 

( 現在のところ 貯蔵 ) 

有害寿命 L 。 く 500 年の廃棄物に 対 L ては @US 、 

L 。 く l50 年に対しては IST( 改良 砂 トレンチ ) 、 

L 。 主 500 年に対 L ては SRC( 浅 岩洞 ) … 2000 年 

頃 から処分開始予定 

loCFRf61 のクラス A 、 B 、 C 廃棄物 

同上 

同上 

同上 

トレンチ処分の 村 家は、 低レベル廃液の 固化体 

及び 雑 固体廃棄物 

モノリス方式の 処分は研究施設からの 廃棄物の 

処分に限り用 @ ちれて @ 必 

処分の安全評価 
処分の線量クライテリア…操業時及び 監視期 

間中は原子力施設の 扱 @ 、 ie.lmSv/ 年中 

ALA ℡ 

管理期間終了後は loUSv/ 年 

操業時は外部被 は Ⅱ 27USv/ 年 ) 、 管理終了 

後の一般シナリオでは 居住シナリオロ． 5USv/ 
何 、 低発生頻度シナリオでは 埋設廃棄物等掘 

削土壌上の居住 (14USv/ 年 ) 
  

安全評価としては 予備的な段階 ず 、 評価モデル 

の開発、 サイト特性調査の 段階 

原子炉の運転停止時の 総廃棄物を双提と」 た 

モデル試算が 行われて @ 必が、 シナリオ、 パラメ 

ータとも検討段階 

リスククライテリア l0- 。 / 年 (AECB)   

操業時シナリオ ( ぬ 常時ハンドリンク 澤 、 

事故時 次災等 ) 

②閉鎖後シナリオ ( ぬ下ホ… C ㎡ わ S 、 ほ人 シ 

ナリオ等 1 
確率論的 / 決定論的評価 

一般的には l0CFR61 の 基 とな ゥた 安全評価 

で代表さ ナ ぬが、 サイトスペシフィッ ク な評価も処 

分場の許認可上必要、 l0CFR6l の廃棄物分 

類毎の濃度基準は、 l00 年間の制度的管理を 

前提に、 偶発的侵入者の 被 は ( が 500mrem/y 
の線量限度内となろよ う 設定 

同上 

同上 

同上、 NUREG-l199( 低レベル放射性廃棄物 

処分施設許認可申請の 標準書式及 び 内容 ) 、 

NU 睦追 ， l200( 低レベル放射性廃棄物処分 

施設許認可申請の 審査のため標準審査方法 ) 

放射性廃棄物処分 l: ょ 6 個人線量限度は 0 ． l 

mSv/ 年 

備考その他 
QQ.4 埋設事業許可申請 

90.l1 事業許可 

電力会社その 他の廃棄物 

発生者から徴収した 放射性 

廃棄物管理基金を 国が管 

理 
  

処分に移行するためにはサ 

イトスペシ 74 ック な評価が 

必要と考えられろ 

  

米国には 他 l ニ ウエストバレ 

コマキシーフラッツ、 シエフ 

イールドの 3 つの民間処分 

場があ ったが、 既に M 錯 

  

  

90 ． 1 現在 43@V.l が 9 つのが・ l 

間協定を形成 

  

O O
 



国 ・地域 処分場 ( 候補 ) 名 処分場規模 処分方法 
イギリス                                                                                                                                                           まで りづ 

        一ル ト ) への定置                                                                       
            
NIRE.X 新規処分場         
  ( 地表面積約 85ha 相引 ( 暫定提案設計では、 26 基の空洞が適切な 深刮 : 格子状に 

配置される ) 

ドイ、 ソ バ ルテンスレーベン 岩塩 坑 一                                                     横坑に定置、 投棄、 原位置固化 

卜     EB 電力会社 l 

コシフ ツド   
[PTB づ lGS 田   
注 )PTB の廃棄物処分担当 空洞容積約 W06m,( 廃棄物処分容量     
部署は、 現在は、 BfS( 連邦 放 約 50 万 l@@,)   
  
ゴアレーベン 末 + 正 岩塩坑内定置 ( 処分方式 R&D を /Asse で実施中     

[PTB@DBE]   
スウェーデン SFR( フ オ ルスマルク発電所 帯 l 期 約 6 万 m,     第 2. 新約 ? 万 m, 増設予定 佗 000 年 設計線量目標 0                       

[SKB( スウェーテン 核燃料・ 9)                                         。 BLA ・ BMA) 

廃棄物管理会社Ⅱ       
                                                                      利 でゆめ戻す。 廃棄物の上をプラスチックシート て ・覆い、 砂     

フィンランド               al 基 ( 雑 固体廃棄物用 ) 

  運転廃棄物処分ヴォールト 掘削容積                                                                                                                             

  BNFL に移管                         竺 映さ l   る         レ . , とさ     種井 :                 
く 750mR/lh 、 l2GBq 月 @y>4GBq は /t 、 TRLT 30(W 午を仮定 ) 及ぴ 深層新規処分場開 

0.lGB t 生の                   種別 間総量限度は                                                                   

                
                                                                      係数 l/lW が入って @   
    

    

地 指名、 サイト特性調査中 (18 ケ 度 等は示されて @   ないが、 意の発動性を 持た lREX の設計目標 0                                   
貝子宝 )   一ス も 下回る       

      
74 建設許可   されるが、 過 的に 

ヰ業 許可     
    

PTB づ GSF 、 K Ⅸ                   夫 ｜ 

S2.8 一計画確定手続申請 165 種の廃棄物 ( 核種構成 ) づ l50 核種                         m 核種 ( 実際は 、 I 
95 までに操業開始予定   

@) 、 線量 限             

  
｜ @   

    アコ     テゴリが当局の 承認 一ム えご 

                                操業開始 を 得ている ( 受入れ可否の 判定作業継続 中 )                                                                                                 
    

        Ⅰ 里     
    拡張 ( サイロ 2 基 十 R では運転廃棄                         

    廃棄物処分場 @                   スウェー ソ の SFR が モデ   
        れて処分される 予 定 ①現実シナリオ②基本シナリオ③影響拡大シナ 

- 施設拡張       設 建設予定 

( 廃棄物量少量のため ) 星眼， 0 ． lmSv 

O O 



国 ・地域 処分場 ( 候補 ) 名 処分場規模 処分方法 
ソ連 全国 34 の地域毎に設けられて 一 コンクリートピット 内 埋設及び放射性廃液とセメント f 混合した 

@ 必 地域処分場 グラウトで充填 ( ぬ域 処分場現在見直されて @ 必 ) 

原子力発電所からの 廃棄物は、 現在のに ろ サイト内貯蔵 中 

スイス ボア・ ド ・ ラ ・グレーフ   廃棄物 20 万 m,( 現状の 2 倍の原子炉 タイプ B 処分場 ( 山腹 坑道十地下坑道 ) 

( 候補地 爪止 yd 「 hte) が 40 年稼働の仮定 て 算出 ) ( 地下坑道は、 TRtM 廃棄物用のオプション ) 

[NAGRA/CEDRA( 放射 

性 廃棄物貯蔵 全国組合… 以 

下同じⅡ 

オーバーバ ウェシ スリク 同上 同上 

( 候補地 :Valanginian 
marl) 

ピッツ・ピアン・ ク ，ランド 同上 同上 

(@ 補地 Gran@ 、 Gneiss) 

ウエレ ンベルク 同上 同上 

( 候補地 :Va@angin@an 

mar Ⅱ 

フランス マンシ ユ 約 l2ha コンクリートモノリス、 チユ リム ( 表層 ) 

[ANDRA づ STMIl 廃棄物処分容量約 48.5 万 m, 

89 末 まてに約 43 万 m せ 処分 

オーフ     約 1loha コンクリートモノリス、 チユムり ( 表層 ) 

L   NDRA] 廃棄物処分容量的 100 万 m, ただしオーブでは 処分作業時に 仮設の ( 可動の ) 屋根を便 

約 3 万 m, ノ 年で約 30 年間操業 用予定 

オランダ 北部及び西部の 3 つのタイプ ( 未定 溌 上呈、 インベン リー 評価検討 岩塩空洞処分 ( 坑道方式・ボアホール 方式を検討中 ) 

の 岩塩 層 ( ベッド 、 ピ D ウ、 ド 一 中 ) ILONA( 放射性廃棄物総合研究プロバラム 政策委員会 ) 

目 f 想定 … MINSK( 中間貯蔵 研究委員会 ) 、 DORA( 海洋底下処 

[COVRAl 分研究委員会 ) 、 OPLA( 地層処分研究委員会 ) 

ベノ げ一 ( モルーデッセ @ り 低中 レベル廃棄物処分場、 処分方法 各種の地中処分方式を 検討中であ るが、 廃坑オ フ ・ ンコ ンは 

[ONDRAF ノ l Ⅲ RAS( 放射 は現在検討中 ( 未定 ) 採用せず、 沃地中 スは 地層処分について 比較検討中 

性 廃棄物・核分裂性物質 回 2000 年頃 操業開始予定 方針決定は、 年 ( て 92 末 

家 機関 l 
イタリア     原子力発電所から 発生した放射性廃棄物の 処理処分 @: つ 

いては、 国民投票の後、 明確な方針が 出されて い な @   
スペイン エルカフリル 抵中 レベル廃棄物暫定処分容量的 モノリス方式 ( 移動仮設屋根 ) 

@N@ 橿 XA( 全国放射性廃                                                       モルタル充填、 コンク り一 トスラブシール、 覆土、 植生 

棄物合 杜 Ⅲ 引 

28 基のコンクリート ヴ オールト 

m20 セル ノ ヴォールト 

18 ドラム / セル 

南アフリカ ペ リンダ バ 5.4ha 素描トレンチ、 深さ約 5m 

[ 国立原子力研究センター l 

フアー @ レ プット I 万 ha の敷地中的 100ha を 低中 レベ 素掘 トレンチ 100m(UX20m(W 疽 )X7.7m(D) 
[ 南ア原子力公社 l ル 廃棄物埋設処分にあ てる ( 実験用 13m( 口 Xlo.5m(W)X7m(D)X4 基 ) 

  

  

サイトの現況 処分対象廃棄物 処分の安全評価 
  

備考その他 
複数の集中埋設処分場を 選定 低レベル廃液のセメントスはビチューメン 固化 - 廃棄物の威容処理を 推進 

中れわれろ 体 、 低レベル 雑 固体廃棄物 

現地の反対があ り、 フェーズ I 地 位 中 レベル廃棄物 ( 一部 TRU 廃棄物も ) 85.1 プロジェクト・ ゲ ヴェール ( 一般的 F/S) 一般的スケジュールは   

哀調査は行われて い な L   On.6 プロジェクト ， ゲ ヴェール、 当局 @- より 承 94 項サイト選定、 建設・ 事 

88 末 調査トンメル 建設申請 認 、 特に低レベル 廃棄 ml- ついては無条 業 申請 

件 承認 2000 頃 操業開始目標 

現在、 サイトスペシフィッ ク な評価を検討・ 実施 

中 

長期評価の線量クライテリア 0 ． lmSv ノ午 

( ガイドライン R-21:80 ． 10) 

86-87 フェーズ コ 地表調査終了 同上 同上 プロジェクト・ ゲ ヴェールの 

88 末 調査 @ ンネル建設申請 タイプ B 処分場安全評価の 

モデルサイト 

｜ I 86-87 フェー 苅 地表調査終了 同上 同上 
  

SS 末 調査トンメル 建設申請 

8m 秋 - 地表調査中、 小規模地下 同上 同上 
  

試験施設も申請 

90 ． 5 ボーリンク調査 ( 予定 ) 

( 調査トンガル 地元反対右 ) 

69- 操業開始 仏国内の全ての 個中レベル廃棄物 ( 放射能 濃 0 建設シナⅡ オに 対して lmSv/ 午   処分場閉鎖計画検討開始 

(CEA-INFRATOM) 度 、 総量の限度あ り ②居住シナリオに 対して 0 ． 2mSv ノ 午の線量 限 

79-ANDRA に移管 度から、 長寿命核種の 濃度限度及 び 総量限度 

91 年爵 : 満杯の見込み を導 { 

89.3 建設許可 同上 ①正常時シナリオ、 0 事故的シナリオ f 操業、 監マンシュ処分場をモデル 

現在建設工事中 視 偲 00 年 ) 、 通常化の各段階 @: ついて想定し 評 ( 一部改良 1 

91 夏頃 操業開始の見込み 価 通常時ては @0- ト 'mSv ノ午 ．事故的シナ 

リオては 1 「 -.-mSv/ 年 

選定 中 低レベル ー 高レベル廃棄物を 1 ケ 所に処分する サイトを特定しない 一般的な評 @ 処分実施機関 COVRA は   

89.6 サイト f 特定しない一般的な 構想 岩塩山移動… EM05 
  

暫定貯蔵 (10 年以内 ) 及び 
ブ イージビ リ テイ報告 (0PLA) 地層中移動‥・ METRP0L 中間貯蔵 前 (50-100 年 ) 

生物圏移動… B@S 建設を実施中 

モルーデッセル 地区では個中 レ 低レベル廃棄物の 範囲を明確 @: 定めろ技術的な 200lW 年頃 の低レベル廃棄物処分場操業開始 選定されろ処分オプション 

  
ベル廃棄物の 集中処理施設 八 基準は、 現在のにろは 無 @     のため、 95 年頃 に第 1 次安全・フィージビリティ 等によってはスケジュールは 

ぴ 各種放射性廃棄物の 集中 貯 報告を提出予定 大幅に変 ろ 可能性があ ろ 

蔵 施設を建設 (93 完成予定 )   
      87 国民投票結果を 踏まえた 

政策検討中 

86 一 サイト特性調査 各施設から発生する 低中 レベル放射性廃棄物 処分の線量クライテリア 0 ． lmSv ノ年   マンシェ、 オーブ処分場を 

88.5PSAR 建設許可申請 モデル 

89.10 建設許可 

91 木ま 口 :4 基完成予定 
  

68 操業開始 原子力研究センタⅠラウン 濃縮工場等からの -   

  
86.8 まてに約 9500 Ⅱ 拠 ，処分 低レベル廃棄物 

83.2 用地取得 ク バーク原発からの 低レベル廃棄物     
  

86.11 処分 ( 実験 ) 開始 

  
  

O
 

O
 



センタ一の うごき 

第 30 回 理 事 会 開 催 

平成 3 年 3 月 8 日㈲ 第 ． 330 回理事会が開催され、 平成 3 年度事業計画及び 収支予算が承認・されました ( 主 

務 大臣の承認は 平成 3 年 3 月 28 日付け j 。 

また、 役員人事について 審議さ nL 、 常勤理事のうち 村越 駿一 氏及び井出善夫 氏 が退任、 」、 林正孝 氏 ( 前 

動力炉・核燃料開発事業団 理割 が選任されました。 

平成 3 年度に推進する 調査研究の課題 

当 センターが平成 3 年度事業計画に 基づき推進する 調査研究の課題は 次のとおりです。 

1. ( 原 ) 低レベル放射性廃棄物最終貯蔵 システム安全性実証試験 

科学技 

2, ( 原 ) 放射性廃棄物の 情報管理に関する 調査 
3. ( 原 ) 放射性廃棄物発生量低減化システム 確立調査 
4, ( 原 ) 天然 バリ ア安全性実証試験 

術 5. ( 原 ) 放射性廃棄物の 処理処分に関する 広報素材の作成等 
庁 6. ( 安 ) 海洋処分の評価システムに 関する調査研究 

から 

7. ( 安 ) 低レベル放射性廃棄物の 陸地処分 ( 浅 地中処分 ) に関する調査研究 
8. ( 安 ) 処分施設への 人間侵入に関する 確率論的安全評価手法に 係る調査研究 
9. ( 安 ) アルファ廃棄物処分基準整備調査 
    高レベル放射性廃棄物等の 処理・処分に 関する ブ イージビリティ 調査 

2. 低レベル放射性廃棄物施設貯蔵 安全性実証試験 

通商産業省か 

5. 放射性廃棄物処理処分経済性調査 
6. 放射性廃棄物処分高度化システム 確証試験 

3. 放射性廃棄物有効利用システム 開発調査 
4. 放射性廃棄物処理最適 イ ヒ調査 

7. ウラン廃棄物処理処分システム 開発調査 
ら 8. TRIr 廃棄物処理貯蔵 対策調査 

9. 再処理技術高度化調査 
10 ・低レベル放射性廃棄物処分可視画像化調査 
1. 放射能濃度に 応じた合理的処分技術の 研究 
2. 金属等廃棄物の 再利用方策の 研究 

aa 3. 低レベル放射能廃棄物の 基準整備に関する 研究 
毛 

4. 埋設処分用 雑 固体廃棄物の 固型 イヒ 方法確立に関する 研究 
カ 5. 低レベル放射性廃棄物の 輸送に関する 研究 

6. 解体廃棄物の 処理処分方策研究 
等 7. 放射性 イヒ 半分析手法の 高度化・合理イヒ 研究 

から 
8, TRU 廃棄物の処分システムに 関する調査研究 
9. 雑 固体廃棄物処分基準整備に 関する研究 
10 ．廃棄体の埋設処分への 適合性評価 
nl. 次期埋設廃棄体の 放射能評価に 関する研究 

  1. 海洋底下処分技術の 調査 

撚り 動力 1. 高レベル放射性廃棄物処理処分に 対する高度基盤技術の 適用に関する 調査研究 

自主 1. 放射性廃棄物処理処分の 新課題に関する 研究 
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